
日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
と
党
市
議
団
は
12

月

日
、
鶴
岡
市
の
皆
川

26
治
市
長
に
２
０
２
５
年
度

予
算
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

要
望
書
は
、
重
要
要
望

事
項
７
項
目
、
各
分
野
の

要
望
１
６
８
項
目
に
わ
た

り
ま
し
た
。

懇

談

で

は
、
鶴
岡
市

が
平
成
大
合

併
か
ら

年
20

目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、

旧
町
村
と
市

郊
外
地
の
人

口
減
少
が
著
し
い
こ
と
を

指
摘
し
、
市
長
は
「
地
方

分
権
と
地
域
自
治
が
基
本

だ
と
思
う
」
と
述
べ
、
住

民
が
主
体
に
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
重
要
性

を
語
り
ま
し
た
。

重
要
要
望
事
項
は
次
の

通
り
で
す
。

１
、
物
価
高
騰
対
策

①
物
価
高
騰
に
伴
う
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
的
確

に
把
握
し
、
特
に
低
所
得

者
、
生
活
保
護
世
帯
、
生

活
困
窮
者
へ
の
支
援
、
燃

油
や
資
材
高
騰
な
ど
で
事

業
継
続
に
困
難
を
抱
え
る

小
規
模
事
業
者
な
ど
へ
の

「
直
接
給
付
」
を
国
・
県

に
強
く
求
め
る
と
と
も

に
、
市
独
自
の
支
援
も
実

施
す
る
こ
と
。

②
物
価
高
騰
に
追
い
付

か
な
い
年
金
や
生
活
保
護

費
の
基
準
の
引
き
上
げ
を

国
に
強
く
要
請
す
る
こ

と
。

２
、
国
民
健
康
保
険
、
介

護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険

国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
基
金
の
活
用
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど

で
引
下
げ
を
行
い
、
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
を
積
極

的
に
図
る
こ
と
。

国
保
税
の
未
就
学
児
童

の
子
ど
も
均
等
割
り
の
減

免
を

歳
年
度
末
ま
で
拡

18

大
し
、
均
等
割
り
そ
の
も

の
の
廃
止
を
目
指
す
こ

と
。後

期
高
齢
者
医
療
保
険

に
つ
い
て
も
県
後
期
高
齢

者
医
療
連
合
に
対
し
て
、

県
内
自
治
体
ご
と
に
偏
在

す
る
医
療
費
負
担
の
改
善

を
求
め
る
と
と
も
に
、
積

み
あ
が
っ
た
基
金
を
活
用

し
た
保
険
料
負
担
の
軽
減

を
強
く
求
め
る
こ
と
。

３
、
小
中
一
貫
教
育

藤
島
地
域
に
設
置
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

小
中
一
貫
校
・
義
務
教
育

学
校
は
、学
校
制
度
の
「
複

線
化
」
と
、
藤
島
と
他
地

域
と
の
「
教
育
の
平
等
性
」

に
懸
念
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
実
施
は
再
検
討
す
る

こ
と
。

過
去
の
学
校
統
廃
合

で
、
廃
校
に
な
っ
た
地
域

の
人
口
減
少
の
現
実
を
直

視
し
、
地
域
に
子
育
て
イ

ン
フ
ラ
を
保
ち
、
小
規
模

校
の
維
持
で
教
育
環
境
を

整
え
、
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
。

４
、
学
校
給
食

①
学
校
給
食
無
償
化

は
、
物
価
高
騰
に
直
面
す

る
保
護
者
・
家
族
か
ら
歓

迎
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な

予
算
を
確
保
し
継
続
し
恒

久
化
し
て
ゆ
く
こ
と
と
併

せ
、
必
要
な
財
源
を
国
に

求
め
て
ゆ
く
こ
と
。

②
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
改
築
計
画
に
あ
た
っ
て

は
、「
給
食
発
祥
の
地
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
＝
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
」
「
災
害
リ
ス

ク
」
な
ど
も
念
頭
に
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
採
用
し
た
大
規
模

・
効
率
化
で
の
市
一
本
で

の
セ
ン
タ
ー
化
は
行
わ
な

い
と
。

③
学
校
給
食
関
係
者
の

だ
れ
も
が
尊
敬
す
る
「
給

食
発
祥
の
地
」
と
し
て
、

理
想
と
す
る
自
校
直
営
方

式
へ
の
転
換
を
前
向
き
に

検
討
し
、
真
に
子
育
て
世

代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
を

目
指
す
こ
と
。

④
有
機
農
業
の
振
興
と

学
校
で
の
食
教
育
と
学
校

給
食
利
用
の
拡
大
に
む

け
、
「
全
国
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
協
議
会
」
に
本
市

も
学
び
加
盟
を
し
、
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
」
の
方

針
と
政
策
を
位
置
づ
け
る

こ
と
。

５
、
図
書
館
整
備

図
書
館
の
改
築
計
画
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
声

を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
公
設
・
公
営
を

堅
持
し
、
専
門
性
の
あ
る

職
員
の
配
置
と
育
成
、
処

遇
改
善
を
図
る
こ
と
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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▽
１
月
６
日
、
市
議
団
と
朝
宣
伝
、
そ

の
後
、
鶴
岡
市
賀
詞
交
換
会
、
朝
日
地

域
新
年
祝
賀
会
。
７
日
は
県
建
設
業
協

会
鶴
岡
支
部
新
年
祝
賀
会
。
各
分
野
の

方
々
か
ら
昨
年
の
状
況
や
今
年
の
見
通

し
・
抱
負
等
を
伺
い
ま
し
た
。

▽
建
設
会
社
社
長
は
「
日
本
の
賃
金
は

先
進
国
最
低
。
中
小
企
業
で
は
上
げ
ら

れ
な
い
。
外
国
人
労
働
者
を
呼
ぶ
と
言

っ
て
も
賃
金
が
低
け
れ
ば
来
な
い
」

作
り
手
が
い
な
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
を
引

き
受
け
、

町
歩
近
く
に
も
な
っ
て
い

60

る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
農
家
も
「
国
が

今
頃
集
落
営
農
と
言
い
出
し
て
も
遅

い
。
息
子
等
も
既
に
都
会
に
行
き
、
農

業
や
る
奴
い
な
い
。
国
の
農
政
を
根
本

か
ら
変
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
！
」

商
工
会
議
所
会
頭
も
、
商
工
会
会
長

も
、
業
者
の
苦
境
を
訴
え
ま
し
た
。

１
月
４
日
の
党
旗
開
き
で
田
村
智
子

委
員
長
が
呼
び
か
け
た
「
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
切
実
な
要
求
実
現
の
運
動
に
、
国

民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
む
年

に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
提
起
に
応
え

る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

▽
元
日
の
新
聞
各
紙
は
、
国
内
外
の
政

治
の
行
き
詰
ま
り
、
地
方
の
苦
境
等
を

報
じ
ま
し
た
が
、
打
開
の
方
向
性
は
語

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後

年
に
憲
法

80

と
平
和
を
考
え
る
社
説
も
あ
り
ま
せ

ん
。
「
敗
戦
の
悔
し
さ
忘
れ
る
な
」
等

と
い
う
驚
き
の
主
張
も
あ
り
ま
し
た
。

「
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
希
望
あ
る

政
策
を
持
っ
て
い
る
」
日
本
共
産
党
の

出
番
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
る
新
年
で

す
。

（
県
議

関

徹
）
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羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
12月26日入札分

・令和６年度桜ヶ丘揚水機災害応急復旧工事
不調

建設課入札結果（ ）内は予定価格
12月26日入札分

・市朝日庁舎・消防署朝日分署ユニット工事（下名川字落合1番地ほか）（入
札9業者うち7業者辞退）
菅原建設(株) 59,000,000円（59,830,000円）工期～5/30（落札率98.61％）

事
業
費
は
２
億
５
９
０

６
万
３
千
円
で
、
県
補
助

金
１
億
１
６
１
７
万
２
千

円
と
、
国
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
１
億
４
２
８
９

万
１
千
円
で
賄
い
ま
す
。

消
費
喚
起
ク
ー
ポ
ン
券

事
業
は
令
和
５
（
２
０
２

３
）
年

月

日
～

月

10
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12

日
ま
で
、
１
人
当
た
り

31３
０
０
０
円
分
（
飲
食
券

３
＋
共
通
券
３
）
が
実
施

さ
れ
、
飲
食
券
が
伸
び
悩

み
、
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
利

用
も
で
き
る
」
と
呼
び
か

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

国
基
準
で
対
象
外
の
世

帯
に
も
支
援
金

同
じ
く
追
加
補
正
予
算

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
物
価
高
騰
対
策
支
援
金

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

国
の
総
合
経
済
対
策
に

基
づ
き
、
①
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
３
万
円
に
加

え
、
②
子
ど
も
１
人
当
た

り
２
万
円
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
の
基
準

で
は
対
象
外
と
な
る
、
世

帯
員
全
員
が
均
等
割
課
税

者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
市
民
１
人
当
た
り
２

０
０
０
円
分
の
消
費
喚
起

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

月
議
会
最
終
日
の

12

20

日
、
追
加
補
正
予
算
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。１

セ
ッ
ト
２
０
０
０
円

（
５
０
０
円×

４
枚
分
）

の
紙
版
の
ク
ー
ポ
ン
券

で
、
飲
食
券
２
枚
、
共
通

券
２
枚
で
す
。

支
払
１
０
０
０
円
ご
と

に
、
１
枚
（
５
０
０
円
）

の
ク
ー
ポ
ン
券
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

市
内
の
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
店
舗
で
利
用
可

能
で
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等

は
対
象
外
で
す
。

社
で
は
筆
頭
の
売
上
高
１

６
９
億
９
９
０
０
万
円

で
、
今
年
３
月
末
の
決
算

は
純
利
益
の
黒
字
転
換
を

果
た
し
た
。

鶴
岡
製
作
所
に
は
吸
収

合
併
・
解
散
す
る
理
由
が

見
当
た
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
取
締
役
会
の
決
議
の

撤
回
と
、
見
直
し
を
求
め

る
こ
と
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
下
で
操
業
と
雇
用
を

縮
小
す
る
事
は
許
さ
れ
な

い
。ス

タ
ン
レ
ー
電
気
株
式

会
社
が
鶴
岡
で
の
操
業
を

維
持
す
る
と
共
に
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
沿

っ
た
雇
用
を
確
保
す
る
よ

う
、
鶴
岡
市
と
し
て
強
く

要
請
す
る
こ
と
。

（
写
真
は
同
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

各
分
野
の
要
望
は
、
１

６
８
項
目
で
す
。

の
社
員
の
う
ち
約
１
０

０
人
を
早
期
希
望
退
職

に
す
る
と
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
地
域

経
済
と
雇
用
、
労
働
者

の
権
利
を
無
視
し
た
決

議
で
あ
り
、
旧
藤
島
町

の
誘
致
企
業
第
１
号
の

企
業
が
進
退
を
検
討
す

る
際
は
、
事
前
に
自
治

体
に
情
報
提
供
と
相
談

が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

問
題
で
あ
る
。

鶴
岡
製
作
所
は
新
工

場
が
２
０
２
１
年
４
月

完
成
し
、
５
月
操
業
開

始
し
、
２
０
年
度
か
ら

２
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
売
上
高
が
減
少
し
た

が
、

年
度
以
降
は
回
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復
状
況
に
あ
り
、
子
会

日
本
共
産
党
鶴
岡

市
議
団
は
関
徹
県
議

と
６
日
、
荘
銀
タ
ク

ト
前
で
新
春
街
頭
宣

伝
を
行
い
、
今
年
行

わ
れ
る
各
種
選
挙
の

勝
利
の
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

旧
町
村
か
ら
も
利
用
し

や
す
い
場
所
の
選
定
や
、

各
分
館
の
機
能
拡
充
と
連

携
を
図
る
こ
と
。

移
動
図
書
館
に
つ
い
て

は
、
車
両
の
老
朽
化
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
更

新
と
市
民
利
用
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
。

６
、
気
候
危
機
、
自
然
災

害
へ
の
対
応

大
雨
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
京
田
川
・
藤
島
川
を
始

め
と
し
た
河
川
や
た
め
池

等
施
設
や
、
土
砂
災
害
危

険
区
域
等
の
災
害
対
策

を
、
国
・
県
に
対
し
て
引

続
き
強
く
要
請
し
、
改
善

を
急
ぐ
こ
と
。

非
課
税
世
帯
と
、
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に

は
、
③
市
独
自
で
拡
大
し
、

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
ま
す
。

補
正
予
算
額
は
、
①
②

４
億
６
８
９
万
９
千
円
、

③
１
億
７
８
０
万
円
の
合

計
５
億
１
４
６
９
万
９
千

円
で
す
。

２
月
上
旬
に
通
知
を
発

送
し
、
２
月
下
旬
に
支
払

い
、
申
請
方
式
の
場
合
は
、

２
月
中
旬
に
申
請
書
の
受

付
と
な
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
全
市
的

な
避
難
所
体
制
の
確
保
と

整
備
、
防
災
資
機
材
等
の

確
保
と
対
応
の
充
実
を
図

る
こ
と
。

７
、
株
式
会
社
ス
タ
ン
レ

ー
鶴
岡
製
作
所
（
鶴
岡
市

渡
前
）
の
吸
収
合
併
・
解

散
の
撤
回
と
見
直
し
、
雇

用
の
確
保
を
求
め
る
こ
と

ス
タ
ン
レ
ー
電
気
株
式

会
社
（
東
京
都
目
黒
区
）

が
９
月

日
の
取
締
役
会
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に
お
い
て
、
連
結
子
会
社

の
株
式
会
社
ス
タ
ン
レ
ー

利
用
期
間
中
に
消
費
喚

起
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
複
数

の
事
業
者
が
連
携
し
て
行

う
誘
客
事
業
に
対
し
て
、

補
助
が
あ
り
ま
す
。

５
事
業
者
以
上
の
連
携

体
は
補
助
率
２/
３

上
限

万
円
、

事
業
者
以
上

20

10

の
場
合
は
、
補
助
率

／
10

上
限

万
円
で
す
。

10

50

利
用
期
間
は
令
和
７
年

３
月
下
旬
～
５
月
で
す
。

要望書全文

鶴
岡
製
作
所
（
鶴
岡
市
渡

前
）
を
、
２
０
２
５
年
４

月
１
日
に
吸
収
合
併
、
解

散
を
決
め
、
約
３
０
０
人


